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予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論論（（
要
旨
）
続

要
旨
）
続

家
庭
ご
み
有
料
化
な
ど

市
民
負
担
増
の
中
止
を

　

消
費
税
増
税
、
実
質
賃
金
の

低
下
、
年
金
の
切
り
下
げ
な
ど
、

市
民
の
暮
ら
し
は
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
の
社
会

保
障
制
度
の
改
定
に
よ
り
、
高

額
医
療
の
上
限
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
低

所
得
者
特
例
軽
減
措
置
が
段
階

的
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
市
民
負
担
は
今
後
増
え

て
い
く
。
施
政
方
針
に
対
す
る

総
括
代
表
質
問
や
予
算
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
市
民
生
活
の

実
態
を
示
し
な
が
ら
市
長
の
認

識
を
伺
っ
た
が
、
明
確
な
答
弁

は
な
か
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
予

算
案
は
、　

億
６
１
０
０
万
円

４１２

市
議
会
民
進

市
議
会
民
進
党党

日
本
共
産

日
本
共
産
党党

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
トト

社

民

社

民

党党
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と
過
去
最
大
の
財
政
規
模
と
な

り
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る

予
算
と
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問

で
あ
り
、
以
下
反
対
の
理
由
を

述
べ
る
。

　

予
算
案
に
示
さ
れ
た
陰
家
庭

ご
み
有
料
化
、
隠
都
市
計
画
道

路
の
調
査
委
託
、
韻
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
各
種
証
明
書
交

付
事
業
、
吋
市
独
自
の
学
力
調

査
の
４
つ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

陰
不
十
分
な
市
民
説
明
会
な
ど

に
加
え
、
市
民
へ
の
負
担
増
に

な
る
こ
と
、
隠
複
数
同
時
建
設

に
よ
り
、
多
額
の
経
費
が
必
要

に
な
る
こ
と
、
韻
導
入
に
つ
い

て
は
慎
重
で
あ
る
こ
と
、
吋
過

度
な
競
争
を
生
む
こ
と
な
ど
か

ら
中
止
を
求
め
る
。

　

次
に
、
市
民
の
暮
ら
し
を
応

援
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
次

の
４
点
の
実
施
を
求
め
る
。

　

陰
高
齢
者
乳
酸
飲
料
配
布
事

業
の
縮
小
を
行
わ
な
い
こ
と
、

隠
地
域
公
共
交
通
の
充
実
の
た

め
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
取
り
組
む

こ
と
、
韻
防
災
対
策
の
拡
充
の

た
め
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
助

成
の
補
助
率
の
充
実
お
よ
び
助

成
制
度
の
周
知
を
図
る
こ
と
、

ま
た
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
の
助

成
を
行
う
こ
と
、
吋
入
学
準
備

金
の
入
学
前
支
給
の
実
施
に
速

や
か
に
対
応
し
、
就
学
援
助
の

拡
充
を
す
る
こ
と
。

　

最
後
に
、
市
政
の
重
要
課
題

に
つ
い
て
は
、
次
の
４
点
を
求

め
る
。

　

陰
公
立
保
育
園
全
園
廃
止
計

画
の
一
日
も
早
い
撤
回
、
隠
子

育
て
機
関
と
し
て
連
携
の
中
核

的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
中
央

児
童
館
の
直
営
存
続
、
韻
市
民

と
協
働
で
発
展
し
た
中
央
図
書

館
の
直
営
存
続
、
吋
職
員
の
適

正
な
配
置
と
職
場
環
境
の
整
備
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

多
子
世
帯
等
へ
負
担
増
と
な
る

条
例
改
正
が
あ
っ
た
。
市
民
負

担
増
を
行
わ
な
い
、
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
と
い
う
決
断
を
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
案
に
は

反
対
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
後
期
高

齢
者
健
診
審
査
を
無
料
に
す
る

こ
と
を
求
め
反
対
す
る
。

　

そ
の
他
２
特
別
会
計
予
算
案

に
つ
い
て
は
、
特
に
意
見
を
付

す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

望
、　

年
度
予
算
や
施
政
方
針

２９

に
お
い
て
も
大
き
な
決
断
や
思

い
切
っ
た
改
革
、
改
善
が
見
え

な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

投
げ
か
け
て
き
た
が
、
そ
の
思

い
が
届
い
て
い
る
の
か
自
問
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

今
議
会
に
お
い
て
手
法
を
明

確
に
し
な
い
ま
ま
家
庭
ご
み
有

料
化
実
施
計
画
と
違
っ
た
内
容

の
補
正
予
算
案
を
提
案
し
た
こ

と
か
ら
、
議
案
は
否
決
。
実
施

時
期
の
延
期
と
い
う
事
態
に
陥

っ
た
。
会
派
と
し
て
は
家
庭
ご

み
有
料
化
に
は
賛
成
の
立
場
で

あ
る
が
、
市
側
の
取
り
組
み
は

あ
ま
り
に
ず
さ
ん
で
あ
り
、
議

会
や
市
民
に
対
し
て
誠
実
さ
を

欠
く
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
残

る
課
題
に
対
し
て
市
長
が
先
頭

に
立
っ
た
積
極
的
な
対
応
、
取

り
組
み
を
い
ま
一
度
求
め
る
。

　

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
施

設
の
増
設
に
つ
い
て
は
評
価
す

る
も
の
で
は
あ
る
が
、
児
童
館

の
在
り
方
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
係
る
各
種
計
画
に
つ

い
て
は
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
道

筋
が
整
理
さ
れ
明
確
に
な
っ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

当
初
予
算
は
昨
年
度
に
引
き

続
き
過
去
最
大
の
予
算
と
な
っ

た
。
単
に
予
算
の
増
大
が
問
題

で
は
な
く
、
財
政
的
な
見
通
し

や
計
画
、
適
切
な
財
政
規
律
や

ル
ー
ル
の
設
定
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
含
め
た

歳
出
削
減
の
努
力
お
よ
び
そ
れ

ら
の
情
報
を
市
民
と
共
有
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
一

方
で
、
必
要
な
事
業
の
計
画
的

な
推
進
や
、
明
確
で
具
体
的
な

事
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
示
が
、
今

後
の
東
久
留
米
市
に
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
リ
ー

ダ
ー
た
る
市
長
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
検
討
や
取
り
組
み
無

し
に
財
政
規
模
だ
け
が
拡
大
し

て
い
く
状
況
の
下
で
は
、
前
市

政
か
ら
の
課
題
解
決
も
、
新
た

な
課
題
に
対
峙
し
て
い
く
こ
と

も
難
し
い
と
判
断
す
る
。
市
長

に
今
後
の
さ
ら
な
る
真
摯
な
対

応
を
求
め
る
。
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誠
実
さ
欠
く
予
算
提

案
の
在
り
方
に
異
議

　

初
日
に
即
決
議
案
と
し
て
提

出
さ
れ
た
、
家
庭
ご
み
有
料
化

に
係
る　

年
度
一
般
会
計
補
正

２８

予
算
案
が
否
決
さ
れ
、　

年
度

２９

一
般
会
計
予
算
案
は
矛
盾
し
た

内
容
を
含
む
も
の
と
な
っ
た
。

　

市
側
は
一
連
の
経
過
に
つ
い

て
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

る
と
は
言
え
ず
、
予
算
提
案
の

在
り
方
に
対
し
て
誠
実
さ
に
欠

け
る
。
市
長
は
計
画
変
更
を
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
理
由
や

経
過
を
先
頭
に
立
っ
て
市
民
に

自
ら
の
言
葉
で
説
明
し
、
理
解

を
得
る
べ
き
で
あ
る
と
強
く
指

摘
す
る
。
家
庭
ご
み
有
料
化
に

つ
い
て
は
一
旦
立
ち
止
ま
り
、

市
民
の
理
解
を
得
た
上
で
内
容

を
精
査
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

無
理
の
無
い
よ
う
計
画
を
出
し

直
す
こ
と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
家
庭
ご
み
有
料
化
以

外
に
も
陰
男
女
平
等
推
進
事
業

に
係
る
予
算
、
隠
個
人
番
号
制

度
の
導
入
と
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
各
種
証
明
書
交
付
事

業
に
係
る
予
算
の
計
上
、
韻
東

京
都
保
育
従
事
職
員
宿
舎
借
り

上
げ
支
援
事
業
補
助
金
制
度
の

非
活
用
、
吋
市
長
座
談
会
に
替

わ
る
市
民
対
話
事
業
計
画
に
係

る
予
算
の
非
計
上
な
ど
に
異
論

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計

予
算
案
に
は
反
対
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
の

改
定
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た

も
の
と
考
え
る
が
、
市
民
を
取

り
巻
く
経
済
状
況
は
厳
し
く
、

社
会
保
障
制
度
の
改
定
が
低
所

得
者
層
の
家
計
を
圧
迫
す
る
こ

と
は
必
至
で
あ
る
。
今
後
の
改

定
に
当
た
り
、
状
況
を
念
頭
に

入
れ
た
対
応
を
求
め
賛
成
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
国
の
シ

ス
テ
ム
に
誤
り
が
あ
り
一
部
保

険
料
に
修
正
、
還
付
、
遡
及
精

算
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。　

年
度
の
保
険
料
決

２９

定
時
に
正
し
い
保
険
料
で
請
求

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
、

遡
及
精
算
が
発
生
し
た
際
に
は
、

丁
寧
な
説
明
と
無
理
の
無
い
対

応
を
求
め
賛
成
す
る
。

　

そ
の
他
２
特
別
会
計
予
算
案

に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と
な

く
賛
成
す
る
。
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持
続
す
る
未
来
へ 

ビ
ジ
ョ
ン
と
計
画
性
を

　
　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
は

２９
反
対
、
そ
の
他
４
特
別
会
計
予

算
案
は
賛
成
し
、
以
下
の
通
り

意
見
を
述
べ
る
。

　

今
回
の
予
算
は
並
木
市
政
の

最
終
年
度
に
当
た
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
４
年
間
は
東
久
留
米

市
政
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
重
要
な
時
期
で
も
あ
る
。

前
市
政
か
ら
の
課
題
だ
け
で
は

な
く
、
深
刻
さ
を
増
す
新
た
な

課
題
に
も
向
き
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
解

決
に
至
る
道
筋
や
中
期
的
な
展

破
綻
の
道
ま
っ
し
ぐ
ら
。
４
年

後
は
確
実
に
財
政
危
機
宣
言
。

　

な
ぜ
歳
出
が
増
え
続
け
る
の

か
。
そ
れ
は
並
木
市
長
の
歳
出

削
減
を
伴
う
改
革
が
不
十
分
だ

か
ら
。
財
政
健
全
経
営
計
画
は

改
革
し
て
い
る
と
見
せ
か
け
る

フ
ェ
イ
ク
・
プ
ラ
ン
。

　

財
政
調
整
基
金
が
な
け
れ
ば

通
常
の
行
政
運
営
が
成
り
立
た

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
す
で
に

財
政
調
整
基
金
依
存
体
質
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
長

は　

億
円
の
財
源
不
足
の
解
消

１２
策
を
何
も
示
さ
な
い
。

　

私
が
こ
れ
ま
で
提
案
し
た
歳

出
削
減
案
も
何
一
つ
取
り
組
ま

な
い
。

　

結
局
、
並
木
市
長
の
改
革
な

ど
言
葉
だ
け
。
お
金
を
使
う
こ

と
だ
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
歳
出

削
減
と
な
る
と
急
に
慎
重
で
消

極
的
に
な
る
。

　

自
ら
は
改
革
の
具
体
策
を
何

も
示
さ
ず
、
事
務
事
業
の
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
も
ス
ク
ラ

ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
も
し

な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
市
長
で
は
東
久

留
米
市
の
将
来
に
夢
と
希
望
を

持
て
る
は
ず
が
な
い
。

　

東
久
留
米
市
の
増
え
続
け
る

歳
出
を
止
め
る
た
め
に
は
予
算

に
反
対
す
る
し
か
な
い
と
判
断
。

並
木
市
政
に
対
す
る
不
支
持
の

意
を
こ
め
て
、
全
て
の
予
算
に

反
対
す
る
。

並
木
市
政
、
財
政
破
綻

へ
の
道
ま
っ
し
ぐ
ら

　

並
木
市
長
就
任
直
後
の　

年
２６

度
一
般
会
計
予
算
案
の
総
額
は

　

億
円
。
そ
れ
が
今
回
は
過
去

３８４最
大
の　

億
円
と
、
３
年
間
で

４１２

　

億
円
も
増
加
。

２８
　

さ
ら
に
歳
入
不
足
を
補
う
た

め
に
財
政
調
整
基
金
を　

億
円

１２

も
投
入
。

　

こ
の
よ
う
な
予
算
編
成
を
繰

り
返
せ
ば
東
久
留
米
市
は
財
政

に
は
な
り
得
な
い
と
考
え
る
。

補
正
予
算
案
は
付
託
せ
ず
と
い

う
結
果
と
な
り
、
こ
れ
は
市
長

の
政
治
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
と

い
う
証
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
家
庭
ご
み
有
料
化
指

定
袋
に
係
る
計
画
変
更
の
内
容

に
つ
い
て
も
市
側
の
答
弁
は
合

理
性
、
説
得
性
を
持
た
ず
理
解

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
課
題

は
多
々
残
っ
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
が
提
示
さ

れ
て
い
る
今
、
新
た
な
市
政
の

局
面
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
民

の
暮
ら
し
向
き
、
将
来
の
市
政

運
営
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
進
め
る
に
は
財
源

の
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
。
当

市
は
自
主
財
源
が
乏
し
い
中
、

将
来
を
見
渡
し
て
今
、
何
を
な

す
べ
き
か
。
そ
れ
が
時
の
市
長

の
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
付
言
し
、　

年
度
一
般

２９

会
計
予
算
案
に
は
反
対
、
そ
の

他
４
特
別
会
計
予
算
案
に
は
賛

成
す
る
。

行
政
の
施
策
進
行
管
理

に
注
意
力
を
持
つ
べ
し

　

初
日
の
３
月
２
日
に
、
家
庭

ご
み
有
料
化
実
施
計
画
に
係
る

　

年
度
補
正
予
算
案
が
提
出
さ

２８れ
た
。
計
画
変
更
を
伴
う
の
で

あ
れ
ば
、
事
前
に
計
画
を
示
し

説
明
す
べ
き
と
い
う
理
由
か
ら

反
対
、
議
会
と
し
て
も
否
決
と

な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
当
初
予
算

は
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
も
の
と
な

っ
た
が
、
市
長
か
ら
の
説
明
は

な
く
、
予
算
に
対
す
る
自
覚
と

責
任
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
矛
盾
の
解
消
を

図
る
た
め
行
政
実
例
に
基
づ
き
、

　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
対

２９す
る　

年
度
補
正
予
算
案
が
提

２９

出
さ
れ
た
。
他
自
治
体
の
実
例

に
お
い
て
は
議
会
側
も
そ
の
追

加
補
正
の
必
要
性
を
認
め
て
お

り
、
当
市
の
事
案
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
本
質
的
な
矛
盾
の
解
消

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ムム

予算額事業名

２３１６万６千円コンビニエンスストア各種
証明書交付事業

１３５０万円施設情報一元管理システム
の導入

２０万円指定管理者選定委員会外部
委員謝金

８５０万円公園施設長寿命化対策設計

５０３８万円公園施設長寿命化対策工事

１９００万円
都市計画道路東３・４・１３
号線及び東３・４・２１号線
整備検討調査委託

４００万円市道路面下空洞調査委託

７６９９万２千円幼稚園における待機児童解
消促進事業

４億７４７３万円私立保育園施設整備費補助
（新築１園、改築１園）

１５００万円中央児童館大規模修繕整備
事業（実施設計委託）

３５６０万円第五小学校図工室等改修工
事

７１１万円南町小学校特別支援学級整
備事業

６５０万円東中学校雨水管切替工事

３５０万円東中学校フェンス等設置実
施設計

３２万４千円小学校教員英語研修

平成２９年度予算の主な新規事業

予算額事業名

１億８３６９万１千円財務会計システム再構築
（新公会計制度対応）

３５７３万１千円情報セキュリティ強化対策
事業

２００万円都市計画道路東３・４・２１
号線整備検討調査委託

２億１９９０万２千円都市計画道路東３・４・５
号線整備事業

１億８７６５万８千円都市計画道路東３・４・２０
号線整備事業

１億１０４万円市道２０３号線整備事業

１億７２０万円
市道２２９－１号線（上の原
地区へのアクセス道路）整
備事業

１億６５８０万２千円道路舗装補修等工事

３億６００４万８千円小規模保育給付（新設５事
業所）

２５億９８８５万８千円保育運営費

３億３０８８万５千円学童保育所管理運営事業

４億１２６３万９千円新児童館整備事業（新設工
事等）

３億２２００万円第五小学校校舎棟増築事業

１０７７万２千円通学路防犯カメラ設置事業

３７９万３千円国語力ステップアップ学習
事業

平成２９年度予算の主な継続・拡大事業
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本会議の様子を見てみませんか

←

　本会議の録画映像はパソコンで見る
ことができます。
　 　で　 
し、ぜひご覧下さい。
東久留米市議会　映像配信 検検索索←←

質問 市道路面下空洞調査委託
について、計画上では５年とな
っているが、２９年度に計上した
予算が５年間続くのか。
答弁　国費約１７３万円を含む単
年度当たり約４００万円で５年間
実施していけるよう財政課と調
整をしてまいりたい。

質問 空き家対策事業について、
空き家の把握状況と今後の進め
方は。
答弁　２８年度に実施した市全域
の建物等に関する目視、現地調
査により、５７５棟の空き家を把
握している。２９年度は所有者等
にアンケート調査を行い、空き
家に関するデータベースの基礎
資料を作成していきたい。

質問 新児童館の必要性につい
て、市長はどのように考えてい
るのか。
市長　滝山児童館、またその近
隣における公共施設のさまざま
な課題を改善していく方向性の
中で、旧大道幼稚園跡地には新
児童館を建設していくという方
針を決定した。
　児童館という形で子育ての支
援を推進してまいりたい。

質問 東京都の自治体セキュリ
ティクラウド利用に係る負担金
について、インターネット環境
が日々変わっていくことに伴い、
仕様やサービスの変更が考えら
れるが、変更に応じて負担金が
変わる可能性はあるのか。
答弁　東京都から提示された金
額に今のところ変更予定はない。

質問 小規模保育給付と保育運
営費の増額要因は。
答弁　定員増に伴う公定価格の
変更や、保育サービスの推進事
業費の増加などによるもの。

質問 元気高齢者地域活躍推進
事業について、現在の状況と今
後の取り組みは。
答弁　現在、２期生９名の養成
に取り組んでおり、間もなく終
了する見込みである。２９年度に
ついてはワンクールのみの実施
を見込んでいる。

質問 幼稚園の預かり保育事業に
関して、東京都の補助金事業を活
用するとのことだが、東京都の事
業実施期間は。また、実施期間終
了後の事業の取り扱いは。
答弁　補助金事業の実施期間は３１
年度までとなっており、現時点で
は実施期間中の一時的な事業であ
ると考えている。

質問 都市計画道路東３・４・１３
号線および東３・４・２１号線の整
備にあたり、どのような補助制度
の活用が見込まれているのか。
答弁　国の社会資本整備総合交付
金を活用しての整備を考えている。

質問 公共施設マネジメントにつ
いて、他市では目標値を設定し、
公共施設再編成の計画を作成して
いるが、当市は。
市長　再編成計画の作成は大きな
課題であるが、作成に当たりどの
ような手続きが必要なのか、調整
できていない。作成に多大な時間
を要するため、持続可能な市政運
営という部分で検討していく必要
があると考える。

質問 コンビニエンスストア各
種証明書交付事業について、ど
の程度の件数がコンビニエンス
ストアの利用になると想定して
いるのか。
答弁　先行して開始している市
町村の統計では、一番多い印鑑
登録証明書で６％程、戸籍証明
書については１％に満たないと
ころが多く見られる。
　個人番号カードの交付と広報
に努めて普及させていきたい。

質問 ペイジーの口座振替受付
サービスにより、市民の利便性
の向上と、さらなる納期内納付
の勧奨が期待されるが、いつか
ら開始されるのか伺う。
答弁　平成３０年１月１日から開
始を予定している。

質問 公園の遊具について、老朽化し
た遊具の撤去や修理を進めていくべき
であると考えるが、今後の予定は。
答弁　公園長寿命化計画の中で、２年
程度で全て改修する予定である。

平成２９年度予算案に対する各会派の意見表明・賛否討論を見るには？
【検索方法】
　東久留米市ホームページ▶市議会▶映像配信▶会議名で検索
　▶平成２９年第１回定例会▶本会議（第８日）▶再生

質問 第五小学校の校舎増築に
関して、増築部分の１階・２階
の特別教室の配置はどのように
なるのか。
答弁　１階は音楽室と図工室、
２階は理科室と多目的室となる
予定である。


